




１年間ランニングコスト比較

常時ファン２台を運転

給気 排気 給気 排気

ファン１台に集約

動力半分

ダクト式第１種換気方式

熱交換素子

ダクト
換気ファン（給気）

換気ファン（排気）

passiv Fan

換気ファン（給気⇔排気）

passiv Fan は従来の第１種換気の
約半分の電気しか使いません。
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ダクトを使って遠くの部屋まで空気を運びま

す。きちんと換気ができるように大きな動力

（モーター）を使って圧送します。

従来の第 1 種換気は、給気と排気を常時運転

させるため第 3 種換気の倍以上の電力を使い

ます。

一方、passiv Fan は給気と排気を交互に切

り替えることでファン１台分の電力しか使い

ません。

一方、 passiv  Fan はダクトがないため、

小型のモーターで十分換気ができるのです。

さらに、ブラシレスＤＣモーターを採用す

ることによって省エネで長寿命です。

１年間の電気代を比較すると、第３種と第 1 種では電気代に大きな差がありますが、第 3 種と 

passiv  Fan ではほぼ同等です。そして、passiv Fan は高い温度交換率（最大９０％）により

ランニングコストを最小限に抑えることができるのです。
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第１種換気は電気代が高い？

＜比較条件＞

換気対象面積 110 ㎡（占有気積 266 ㎥）の 2 階建の住宅を想定し、換気回数 0.5 回 /h で連続運転を行う。

冷房・暖房共に COP3 の能力をもつエアコンで夏期・冬期 1,920 時間ずつ冷暖房を行う。１kW=26 円とする。

冬期条件：室内温度 20℃・湿度 50％　外気温 0℃・湿度 50%

夏期条件：室内温度 26℃・湿度 50％　外気温 32℃・湿度 70%

第三種換気条件　比消費電力 0.11W/（㎥・ｈ）

ダクト式熱交換換気条件　比消費電力 0.23W/（㎥・ｈ）　エンタルピ交換率　冷房 77％　暖房 72％

passiv Fan 換気条件　比消費電力 0.135W/（㎥・ｈ）　エンタルピ交換率　冷房 69％　暖房 69％
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